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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 





柄付き骨移植に BMP担体と BMP ③ 0µg ④ 30µg ⑤ 60µgをそれぞれ含有したもの｝。術後 0週、6週























製し、血管柄付きまたは血管柄なしの第 1 中足骨を移植後、創外固定器にて固定を行った。家兎 50
羽を①群:血管柄なしの骨移植②群:血管柄付き骨移植のみ、③群:血管柄付き骨移植にβ-リン酸三カ
ルシウム(β-TCP)30mg と生体吸収性のポリマーゲル(p-dioxanone/polyethylene glycol block 
co-polymer)30mg の混合物を担体として併用するが、BMPを含有しないもの、④群:③群の担体に 
BMP30µg を含有したもの、⑤群:BMPを 60µg 含有したもの、の 5群に分けて評価した。 




単純 X 線、CT による評価および三点力学試験では、BMP 使用群(④,⑤)が、BMP 非使用群(②③)に比
較して、より旺盛な骨形成と強固な骨癒合を得た。また、組織学的検討においても、BMP使用群でよ
り旺盛な新生骨の形成を認めた。また、BMP使用群では用量依存的に移植骨の横径肥大と力学的強度
の増大が認められた。 
以上の研究結果から、広範な骨欠損に血管柄付き骨移植を用いた場合、BMP 併用で移植骨の横径肥
大に要する期間を短縮させ、力学的により強固な骨癒合が得られることが判明した。 
この研究結果は、血管柄付き骨移植の力学的弱点を克服する有用な知見である。よって本研究は博
士(医学)の学位を授与されるに値すると判定された。 
